
地区 人口 行政区

牡鹿 1,632人

鮎川（第１～６）

新山

十八成

小渕

給分

大原

小網倉

荻浜 284人

牧浜

竹浜

狐崎浜

鹿立浜

福貴浦

準PAZ内における牡鹿半島の概要

宮城県庁
県災害対策本部

石巻市役所

市災害対策本部

おしか

宮城県
大崎合同庁舎

避難所
受付ｽﾃｰｼｮﾝ

おおさき

いしのまきし

PAZ境界線

準PAZ境界線

PAZ

おしか

おぎのはま

こあみくら

にいやま

おおはら

くぐなり

まきのはま

すだちはま

各一時集合場所において1名の職
員を配置するとともに、自主防災組
織や消防団等による地域ｺﾐｭﾆﾃｨと
一体となった避難誘導体制を構築

こぶち

あゆかわ

牡鹿総合支所

災対牡鹿支部
おしか

おしか

 女川原子力発電所から南へ5km離れた牡鹿半島内の地区では、放射性物質放出後に緊急時ﾓﾆﾀﾘ
ﾝｸﾞ結果を踏まえUPZによる一時移転等実施する際、陸路により牡鹿半島を北上し、PAZ内を通過し
なければ避難ができないことから、当該地区を準PAZとし、全面緊急事態には住民の避難を開始す
るなどの防護措置を講じる。

 牡鹿半島の準PAZ内には、1,916人が在住。

きゅうぶん

たけのはま

きつねざきはま

ふっきうら

新山
にいやま

鮎川
あゆかわ

十八成
くぐなり

小渕
こぶち

給分
きゅうぶん

大原
おおはら

小網倉
こあみくら福貴浦

ふっきうら

鹿立浜
すだちはま

狐崎浜
きつねざきはま

竹浜
たけのはま 牧浜

まきのはま
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おしか

おながわ おしか

おしか

おしか



宮城県、石巻市における初動対応

宮城県庁
県災害対策本部

石巻市役所

市災害対策本部

宮城県
大崎合同庁舎

避難所
受付ｽﾃｰｼｮﾝ

おおさき

いしのまきし

いしのまきし

 警戒事態が発生した段階で、施設敷地緊急事態要避難者の避難準備のため、宮城県及び石巻市
は、一時集合場所、学校、福祉施設に避難用車両等の手配を開始するとともに、避難誘導責任者を
一時集合場所に速やかに配置し、一時集合場所の開設準備を開始。

 石巻市は、各集落の消防団等と情報共有を図り、各集落の地域ｺﾐｭﾆﾃｨと一体となった避難誘導体
制を構築。

いしのまきし

いしのまきし

おしか

PAZ境界線

準PAZ境界線

PAZ

各一時集合場所において、消防
団等による地域ｺﾐｭﾆﾃｨと一体と
なった避難誘導体制を構築

牡鹿総合支所

災対牡鹿支部
おしか

おしか

新山
にいやま

鮎川
あゆかわ

十八成
くぐなり

小渕
こぶち

給分
きゅうぶん

大原
おおはら

小網倉
こあみくら福貴浦

ふっきうら

鹿立浜
すだちはま狐崎浜

きつねざきはま

竹浜
たけのはま 牧浜

まきのはま

地区 行政区 自主防・消防団
（組織数）

牡鹿

鮎川（第１～６） 1

新山 1

十八成 1

小渕 1

給分 1

大原 1

小網倉 1

荻浜

牧浜 1

竹浜 1

狐崎浜 2

鹿立浜 1

福貴浦 1 58

おしか

おぎのはま

こあみくら

にいやま

おおはら

くぐなり

まきのはま

すだちはま

こぶち

あゆかわ

きゅうぶん

たけのはま

きつねざきはま

ふっきうら



 石巻市は、防災行政無線、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、電子ﾒｰﾙ配信ｻｰﾋﾞｽ、広報車等を活用し、住民へ情報を伝達。ま

た、各一時集合場所に派遣された職員は、衛星携帯電話や移動系防災行政無線等により、石巻市と情報を共有。

 消防団や自主防災組織は、住民に情報伝達を行うため、各消防団に配備している携帯端末、車載端末のﾃﾞｼﾞﾀﾙ防

災行政無線や、各地区の防災行政無線屋外拡声子局に設置された双方向通信機により、石巻市と避難者の状況

や避難誘導体制等、地域ｺﾐｭﾆﾃｨを活用した情報共有を実施。

 医療機関、社会福祉施設、保育所、小中学校への情報伝達は、石巻市から実施。

住民への情報伝達

いしのまきし

いしのまきし

いしのまきし

いしのまきし

●石巻市は、防災行政無線、
緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、電子
ﾒｰﾙ配信ｻｰﾋﾞｽ、広報車等
を活用し、住民へ情報を伝達。

●各一時集合場所に派遣さ
れた職員は、衛星携帯電話
や移動系防災行政無線等
により石巻市と情報を共有。

いしのまきし

いしのまきし

自主防災組織は各地区の
防災行政無線屋外拡声子
局に設置された双方向通
信機により、情報共有

消防団は移動系ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
防災行政無線等により
情報共有

牡鹿総合支所
おしか

PAZ

災対牡鹿支部

石巻市役所

警戒本部
いしのまきし

おしか

PAZ境界線
準PAZ境界線

59



避難所受付ｽﾃｰｼｮﾝ（宮城県大崎合同庁舎）

準PAZ内（牡鹿半島）における避難体制

宮城県が手配した車両（ﾊﾞｽ）等で避難所受付
ｽﾃｰｼｮﾝ又は避難先まで移動するために、一
時的な集合場所として活用
＜利用対象者＞
 ﾊﾞｽ等により避難する住民
 避難可能な在宅の避難行動要支援者のうちﾊﾞ

ｽ等で避難する者

一時集合場所（10箇所）

60施設の中から状況に応じて割当て

避難先（大崎市）

避難元（石巻市）
準PAZ内（牡鹿半島）人口 1,916人

いしのまきし

おおさき

✓ 自家用車で

避難する住民

宮城県大崎合同庁舎
避難所受付ステーション

おおさき

：一時集合場所 10箇所

１ 小網倉清水田集会所

６ 鮎川小学校

７ 牡鹿中学校

２ 大原小学校

４ 新山振興会集会所

PAZ境界線
準PAZ境界線

PAZ

３ 給分浜集会所

５ 十八成自治会集会所

こあみくら しみずだ

おおはら

きゅうぶんはま

くぐなり

あゆかわ

にいやま

おおさきし

８ 東浜小学校
ひがしはま

９ 狐崎漁村ｾﾝﾀｰ
きつねざき

10 鹿立浜集会所
すだちはま

 警戒事態で、石巻市は住民広報、一時集合場所の開設を行い、宮城県は住民避難用ﾊﾞｽ等を手配するため、宮城

県ﾊﾞｽ協会等に準備要請を行う。また、宮城県、石巻市は避難所受付ｽﾃｰｼｮﾝの開設準備要請を行うとともに、石巻

市は職員を避難所受付ｽﾃｰｼｮﾝに派遣する。一方、施設敷地緊急事態要避難者は、避難準備等を行う。

 施設敷地緊急事態で、石巻市は、住民へ避難準備の周知を行う。一方、施設敷地緊急事態要避難者は、支援者が

同行することで避難可能な者等はあらかじめ定められた避難所受付ｽﾃｰｼｮﾝを経由して避難先へ避難を開始する。

なお、避難の実施により健康ﾘｽｸが高まる者は屋内退避を実施する。

 全面緊急事態で、石巻市は住民に避難を指示。自家用車等で避難する住民は避難所受付ｽﾃｰｼｮﾝを経由して避難

先へ移動する。ﾊﾞｽ等により避難する住民は、一時集合場所に集合し、その後、避難所受付ｽﾃｰｼｮﾝを経由して避難

先へ移動する。

いしのまきし

いしのまきしいしのまきし

いしのまきし

いしのまきし
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おしか

おしか

おしか


	1-99
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60




